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　大平町で損害保険・生命保険代理店を営んでおられる小林茂さんを取材させてい
ただきました。小林さんは、大学卒業後、商社に勤め、主に中国との貿易に携わ
っていらっしゃいましたが、家庭の都合もあり30歳の時、父親が創業した会社を
引き継がれました。

　 保険業に携わる前にまず、保険会社の研修生となったそうです。研修コースは
「一般コース」と「後継者コース」があり、取材者一同、当然、「後継者コース」
を選択されたと思っていると、より厳しい「一般コース」に身を置き、実践的に保
険販売をされたそうです。会社の経営理念の一部にある「一期一会を重ねることを
自己実現の糧とします。」という一文でも、小林さんの実直なお人柄がよくわかり
ます。

　青年部では、入会3年目の平成18年に研修委員長を務められました。委員会が研
修の場であったとおっしゃっていましたが、メンバーが自主的に自分で心理学の研
修の講師を務めたり、メンバーがつてを頼り、安城にある酒造メーカーの社長にセ
ミナー講師をやっていただいたりしたそうです。皆で知恵を出し合い委員会運営を
されたそうで、「自分は、メンバーに支えられました。」と感謝されていました。

　 仕事面でのご苦労をお伺いしたところ、若い世代の顧客開拓に苦労する、とお
っしゃっていました。家庭間の情報交換が少なくなっており、例えば車購入時に親
世代のお客様が保険に加入してくれているからといっても、子供が自動車保険に加
入してくれることが少なくなっているそうです。その加入先が、インターネット通
販の保険だったり…。そのため、生活全般のリスクコンサルティングをし、良いア
ドバイスができ、お客様から頼られる保険代理店を目指しているそうです。実際、
年間1,000円程度の保険料をないがしろにしたために、保険が使えなかったという
実例を聞き、取材に行った一同が改めて保険を考えさせられました。

　最後に、青年部とはどんな場でしたか？とお伺いしたところ、「時間的な都合も
あり、自分はあまり参加できなかったが、もっと知り合いを作りたかった。」と
の事でした。後輩には「時間が許されるものであれば、青年部での出会い、さま
ざまな機会を有効に生かして欲しい。」というお言葉をいただき取材を終えまし
た。
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青年部は、機会を有効に活かす場!!
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